
　毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
） 

         

　
　
　
　
　
　
　目

　
　次

　
　

 
 

　告

　示 

○
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し
た
件                                       

一
九
二 

○
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
を
定
め
た
件                                           

一
九
二 

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
を
す
る
森
林
所 

　有
者
等
の
所
在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
当
該
通
知
の
内
容
を
掲
示
し
た
件                 

一
九
二 

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
旨
の
通
知
を
す
る
森
林
所
有
者
等
の
所 

　在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
当
該
通
知
の
内
容
を
掲
示
し
た
件                           

一
九
三 

○
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
件
二
件                                               

一
九
三 

　公

　告 

○
落
札
者
を
決
定
し
た
件                                                       

一
九
四 

　福
島
県
人
事
委
員
会 

○
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則                         

一
九
五 

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

告

　
　示 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

福
島
県
告
示
第
三
百
十
号 

　土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
会
津
宮

川
土
地
改
良
区
か
ら
令
和
七
年
四
月
四
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
定
款
の
変
更
に
つ
い
て
、
同
月
十
四

日
認
可
し
た
。 

　
　令
和
七
年
四
月
二
十
二
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
農
村
計
画
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
三
百
十
一
号 

　土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

荒
屋
郷
地
区
に
係
る
県
営
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
（
農
地
整
備
事
業
（
一
般
型
）
）

を
行
う
た
め
土
地
改
良
事
業
計
画
を
定
め
た
。
こ
の
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

　
　令
和
七
年
四
月
二
十
二
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　縦
覧
に
供
す
る
書
類 

土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し 

二

　縦
覧
の
期
間 

令
和
七
年
四
月
二
十
三
日
か
ら 

（
二
十
日
間
） 

同

　
　年
五
月
十
二
日
ま
で 

三

　縦
覧
の
場
所 

浅
川
町
役
場 

四

　そ
の
他 

こ
の
土
地
改
良
事
業
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
福
島
県
知
事
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

ま
た
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
こ
の
審
査
請
求
の
ほ
か
、
こ
の
土
地
改
良
事
業

計
画
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
以
内
に
、
福
島
県
を
被
告
と

し
て
、
当
該
土
地
改
良
事
業
計
画
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
農
村
計
画
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
三
百
十
二
号 

　森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

三
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
を
す
る
相
手

方
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の

規
定
に
よ
り
当
該
通
知
の
内
容
を
下
郷
町
役
場
の
掲
示
場
に
掲
示
し
た
。
当
該
通
知
の
内
容
の
要
旨
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

　
　令
和
七
年
四
月
二
十
二
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　所
在
の
不
分
明
な
者
の
氏
名 

渡
部
弥
太
郎

　麻
目
佐
助

　芦
ノ
原
坪
共
有
総
代
五
十
嵐
久
平

　渡
部
美
和
子

　小
山
マ
リ
子

　

小
山
寅
重

　佐
藤
德
美

　佐
藤
タ
カ

　佐
藤
ブ
ン

　佐
藤
慶
藏

　佐
藤
庄
吉

　佐
藤
政
吉

　佐
藤
要

藏

　室
井
モ
ヨ

　室
井
駒
藏 

二

　通
知
の
内
容
の
要
旨 

　１

　保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
と
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
こ

と
。 

２

　当
該
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件
に
つ
い
て
は
、
保
安
林

の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
件
（
令
和
七
年
福
島
県
告
示
第
百

七
十
七
号
）
に
よ
る
こ
と
。 

　３

　当
該
告
示
の
内
容
に
つ
い
て
異
議
が
あ
る
と
き
は
、
森
林
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
当
該
告
示
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
意
見
書
を
福
島
県
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
。 
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　（
森
林
保
全
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
三
百
十
三
号 

　森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
旨
の
通
知
を
す
る
相
手
方

の
う
ち
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
当
該
通
知
の
内
容
を
い
わ
き
市
役
所
の
掲
示
場
に
掲
示
し
た
。
当
該
通
知
の
内
容
の
要
旨
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

　
　令
和
七
年
四
月
二
十
二
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　所
在
の
不
分
明
な
者
の
氏
名 

佐
川
豊
作

　西
郡
忠
助

　西
郡
藏
吉

　西
郡
長
太

　星
喜
定

　赤
塚
半
五
郎

　赤
塚
甚
吉

　中
根

秀
五
郎

　片
寄
喜
助

　片
寄
新
八
郎

　片
寄
清

　林
石
藏

　林
萬
次
郎

　林
龍
治

　和
田
捨
次
郎

　

長
谷
川
忠
一

　根
本
竹
次
郎

　草
野
ヨ
ネ

　草
野
豊
一

　鈴
木
マ
ツ

　草
野
末
吉

　櫛
田
庄
藏

　草

野
正
一
郎

　長
谷
川
ミ
ノ

　草
野
剛

　日
西
清
長

　草
野
鉄
夫

　大
橋
時
宗

　柳
内
芳
弥

　荻
野
一

之

　白
井
一
郎

　野
村
四
郎

　佐
久
間
盛
男

　大
榊
森
司

　吉
田
俵
造

　草
野
長
治

　髙
木
嘉
章

　

佐
藤
佐
内

　猪
狩
源
一

　柳
内
ス
テ
子

　秋
場
武
一

　両
角
久
衛

　上
平
孝
秀

　坂
本
ア
イ
子

　佐

藤
三
郎

　草
野
セ
イ

　西
山
清
三

　熊
谷
長
重

　鈴
木
三
男
平

　柳
内
絹
子

　大
榊
武
雄

　福
田
シ

ン

　岸
本
良
平

　松
本
次
雄

　金
沢
吉
次

　小
林
猪
三
郎

　松
本
司
郎

　平
沢
勝
已

　草
野
眞
平

　

大
曽
根
満

　草
野
栄
行

　草
野
清

　渡
辺
ハ
ナ
エ

　野
川
讓

　髙
木
保

　草
野
ヱ
イ

　田
久
一
寿
郎

　草
野
登

　井
戸
川
チ
ヨ

　栁
内
林
平

　佐
藤
政
光

　佐
藤
金
與

　国
井
一
郎

　草
野
広
文

　斉
藤

德
二

　草
野
三
次

　丹
野
政
男

　鈴
木
ヤ
イ

　鈴
木
定
助

　鈴
木
武
雄

　浅
田
金
吾

　鈴
木
一
栄

　

長
塩
友
吉

　大
河
原
德
衛

　松
本
良
一

　岩
佐
博

　市
毛
政
好

　中
野
新

　佐
藤
誠

　渡
辺
義
信

　

中
柴
十
一
郎

　面
川
仁
助

　佐
藤
三
男

　草
野
正
一

　菊
地
ミ
ツ
エ

　鈴
木
慶
助

　小
野
忠
仁

　神

勇
吉

　鈴
木
登

　佐
藤
千
代

　鈴
木
末
雄

　門
間
門
藏

　草
野
シ
ナ

　高
木
利
政

　渡
辺
房
一

　志

田
恒
政

　飯
野
夏
雄

　坂
本
勝
重

　松
本
義
顕

　沢
田
德
寧

　渡
辺
秀
治

　佐
藤
重
二

　荻
野
茂
男

　髙
木
與
四
郎

　丹
野
勝
美

　渡
辺
長
治

　小
松
雍
孝

　渡
辺
重
寿

　草
野
勇

　草
野
昌
光

　草
野

一
郎

　草
野
政
春

　関
口
健
一

　佐
藤
博

　吉
田
昭

　平
山
九
兵
衛

　大
平
正

　大
平
忠
一

　仲
野

谷
稔

　兼
木
一
男

　大
平
敏
子

　鈴
木
一
郎

　鈴
木
丈
夫

　大
平
喜
三

　鈴
木
春
次
郎

　箱
崎
ヤ
ス

　制
野
銀
四
郎

　鈴
木
務

　鈴
木
繁
造

　鈴
木
義
治

　箱
根
清

　草
野
綱
次
郎

　箱
根
春
雄

　栁
内

良
策

　飯
沢
與
助

　佐
々
門
秋
志

　飯
沢
豊
次

　田
久
寛
一

　国
井
勝
蔵

　田
久
亀
吉

　中
村
幸
助

　菅
波
登

　山
田
金
助

　草
野
髙
保

　草
野
好

　柴
崎
德
夫

　柴
崎
正

　足
立
金
一
郎

　武
田
清

　

菅
波
忠
男

　菅
波
寿
子

　田
久
一
義

　鈴
木
勇

　鈴
木
ス
ヱ

　草
野
定
信

　藤
井
正
男

　愛
川
義
勇

　鈴
木
髙
義

　鈴
木
年
丸

　熊
谷
ハ
ナ

　川
名
茂
重

　髙
木
重
勝

　小
野
武
雄

　阿
部
初

　渡
辺
武

夫

　佐
藤
森
義

　伊
藤
喜
夫 

二

　通
知
の
内
容
の
要
旨 

　１

　保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
し
た
と
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
こ
と
。 

　２

　当
該
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件
に
つ
い
て
は
、
保
安
林

の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件
（
令
和
六
年
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
十
六
号
）
に
よ
る
こ
と
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
森
林
保
全
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
三
百
十
四
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
国
道
に

つ
い
て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路

計
画
課
及
び
福
島
県
南
会
津
建
設
事
務
所
で
令
和
七
年
四
月
二
十
二
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。 令

和
七
年
四
月
二
十
二
日 

福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

 
 

変 

更 

前 

敷
地
の
幅
員 

延

　
　
　
　長 

路 

線 

名

区

　
　
　
　間

変 

更 

後 
 

 

の

　
　別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

一
般
国
道

南
会
津
郡
下
郷
町
大
字
湯

変
更
前

　

　
　
　八
・
三
～ 

　
　二
二
一
・
一

一
二
一
号

野
上
字
大
道
通
甲
四
六
番

　
　
　二
三
・
八

地
先
か
ら

　
　
　
　
　
　

同

　
　郡
同

　町
大
字
湯

変
更
後

　

 

　
　
　九
・
八
～ 

　
　二
二
一
・
一 

野
上
字
大
道
通
甲
一
番
一

　
　
　二
五
・
三

地
先
ま
で

　
　
　
　
　
　

（
道
路
計
画
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
三
百
十
五
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
道
に
つ
い

て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画

課
及
び
福
島
県
南
会
津
建
設
事
務
所
で
令
和
七
年
四
月
二
十
二
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
七
年
四
月
二
十
二
日 

福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

 
 

変 

更 

前 

敷
地
の
幅
員 

延

　
　
　
　長 

路 

線 

名

区

　
　
　
　間

変 

更 

後 
 

 

の

　
　別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

県
道
湯
野

南
会
津
郡
下
郷
町
大
字
湯

変
更
前

　

 

　
　
　九
・
六
～ 

　
　一
一
七
・
五 

上
会
津
高

野
上
字
大
道
通
甲
一
一
四

　
　
　一
八
・
五 

田
線

　
　
番
一
地
先
か
ら

　
　
　
　

同

　
　郡
同

　町
大
字
湯

野
上
字
大
道
通
甲
一
一
七
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番
一
地
先
ま
で

　
　
　
　

南
会
津
郡
下
郷
町
大
字
湯

変
更
後

　

 

　
　
　九
・
六
～ 

　
　一
八
一
・
五 

野
上
字
大
道
通
甲
一
〇
八

　
　
　四
〇
・
三 

番
地
先
か
ら

　
　
　
　
　

同

　
　郡
同

　町
大
字
湯

野
上
字
大
道
通
甲
一
一
七

番
一
地
先
ま
で

　
　
　
　

（
道
路
計
画
課
） 

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
公

　
　告 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
                          

                                       

公 告 第 ８ ２ 号  
  Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 物 品 等 の 購 入 に つ い て 、 次 の と
お り 落 札 者 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共 団 体 の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定
め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 3 7 2 号 。 以 下 「 特 例 政 令 」 と い う 。 ） 第 1 2 条 及 び 福 島 県 財 務 規
則 （ 昭 和 39 年 福 島 県 規 則 第 17 号 ） 第 274 条 の 11 第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。  

令 和 ７ 年 ４ 月 22 日  
福 島 県 知 事   内   堀   雅   雄  

１   落 札 に 係 る 物 品 等 の 名 称 及 び 数 量  
⑴   コ ピ ー 用 紙 Ａ ４ （ 2 , 5 0 0 枚 入 ）   予 定 数 量 2 4 , 0 0 0 箱  
⑵   コ ピ ー 用 紙 Ａ ３ （ 1 , 5 0 0 枚 入 ）   予 定 数 量 1 , 3 1 0 箱  
⑶   コ ピ ー 用 紙 Ｂ ４ （ 2 , 5 0 0 枚 入 ）   予 定 数 量 1 , 2 6 0 箱  

２   契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 課 の 名 称 及 び 所 在 地  
福 島 県 出 納 局 入 札 用 度 課   福 島 県 福 島 市 杉 妻 町 ２ 番 16 号  

３   落 札 者 を 決 定 し た 日  
令 和 ７ 年 ３ 月 27 日  

４   落 札 者 の 氏 名 及 び 住 所  
⑴   １ の ⑴ に 掲 げ る 物 品 等   株 式 会 社 阿 部 紙 工   福 島 県 福 島 市 庄 野 字 柿 場 １ 番 地 の 11  
⑵   １ の ⑵ に 掲 げ る 物 品 等   株 式 会 社 阿 部 紙 工   福 島 県 福 島 市 庄 野 字 柿 場 １ 番 地 の 11  
⑶   １ の ⑶ に 掲 げ る 物 品 等   株 式 会 社 阿 部 紙 工   福 島 県 福 島 市 庄 野 字 柿 場 １ 番 地 の 11  

５   落 札 金 額  
⑴   １ の ⑴ に 掲 げ る 物 品 等   １ 箱 当 た り 2 ,100円 （ 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 に 相 当 す る 額

を 除 く 。 ）  
⑵   １ の ⑵ に 掲 げ る 物 品 等   １ 箱 当 た り 2 ,400円 （ 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 に 相 当 す る 額

を 除 く 。 ）  
⑶   １ の ⑶ に 掲 げ る 物 品 等   １ 箱 当 た り 3 ,100円 （ 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 に 相 当 す る 額

を 除 く 。 ）  
６   契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続  

一 般 競 争 入 札  
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７   特 例 政 令 第 ６ 条 の 公 告 を 行 っ た 日  
令 和 ７ 年 ２ 月 14 日  

（ 入 札 用 度 課 ）  

 

　
　
　
　
　
　

 

福
島
県
人
事
委
員
会 

　
　
　
　
　
　

 
 

職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
七
年
四
月
二
十
二
日 

福
島
県
人
事
委
員
会 

委
員
長

　齋

　藤

　記

　子 

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
九
号 

職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

「
福
島
県
双
葉
警
察
署
夜
の
森 

別
表
第
六
の
一
の
表
中
「
福
島
県
双
葉
警
察
署
夜
の
森
駐
在
所
」
を 

福
島
県
双
葉
警
察
署
大
熊
駐 

駐
在
所 

　
　
　
　に
改
め
る
。 

在
所

　」 附

　則 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。 

（
採
用
給
与
課
） 
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